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日本大震災と原発事故（2011.3.11）は、我が国に未曽有の被害をもたらし、区民生活にも新たな危険と不安を生み、地域の防（減）災力への関心が高まっています。
また、ネット社会の光と陰、世界に類を見ない我が国の超少子化、超高齢化の狭間で、新しいタイプの危険と不安が生みだされ、身近な生活の中に事件・事故の「死角」が増大しています。

こうした情勢の下、豊島区は、客年3月、世界基準の安全・安心なまちづくり「セーフコミュニティ」の導入を宣言、官民あげての新しい取組みにより区域内に新しい安全安心の風が吹き始めました。安全安心は決して与えられるものではありません。安全安心は、健康と同じく、日々、自ら創造することが求められています。事件・事故の「死角」を無くすためには、一人ひとりの区民・地域・行政・警察・学校・事業者などすべての安全関係者が、「セーフコミュニティ」の考え方を学び、皆で同じ方向に風を吹き続けることが大切です。

としま塾では、「子ども」「高齢者」「みち」「コミュニティ」などに焦点をあてて、身のまわりの事件・事故の「死角」（「危険と不安」）の所在を正しく知り、もっと住みやすい潤いのあるまち“としま”にするための実践的安全学を区民の皆様と考えてみたいと思います。

【平成２３年度事業】

■会場：豊島区民センター4階第5会議室　　■時間：いずれも午後1時30分―4時30分

■主催：日本市民安全学会、警察政策学会　　■後援：豊島区

開催日程と主たるテーマ・講師
■第１回　6月19日(日)　テーマ　目から鱗「大人が気付かない子どもの危険」
開塾挨拶：3.11大震災の教訓と「セーフコミュニティ」　日本市民安全学会会長 　石附　弘氏
第１講　子供を脅かすネット社会の危険、そして子供のこころの危険　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ協会　大久保貴世氏

第２講　家庭における子どもの事件事故予防（溺死、虐待、窒息、誤嚥など） 産業技術総合研究所 西田佳史氏
みんなで討論：問われる家庭力　大久保貴世氏、西田佳史氏、子どもの危険回避研究所 横矢真理氏
■第2回　7月10日(日)　テーマ　高齢者問題から長寿社会建設へ向けて
第１講　「老い」の原理と「長寿」（「健康」「安全・安心」）の原理　活老生活ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ  溝端光雄氏

第２講　高齢者の目線で、事件事故のリスクファクターを探そう　東海大学准教授　渡辺良久氏

話題　　津波被災地における高齢者の避難誘導活動から　　　　　　 横須賀消防本部  小澤光男氏
みんなで討論：超高齢化で変わる社会の安全安心　　溝端光雄氏、渡辺良久氏、小澤光男氏
■第3回　9月11日(日)　テーマ　今、手作りの安全安心「みち普請」が面白い
第１講　奇想天外な住民の発想が　まちの安全安心を変えた（交通安全）　埼玉大学教授　久保田尚氏

第２講  泥棒との知恵比べ、犬のフン対策からまちの住み心地が変わった（防犯）　玉川田園調布防犯パトロール隊　前田浩雄氏
話題　　津波被災地の治安悪化と神奈川県警備協会の防犯パトロール活動から　神奈川県警備業協会 早川正行氏
みんなで討論：「みち」って何？　　　　　　　久保田尚氏、前田浩雄氏、早川正行氏
■第4回　10月16日(日)　テーマ　“安全安心のオアシス”まちづくり

第１講　3.11その後：復興とまちづくり（雲仙普賢岳・阪神淡路・中越地震の教訓） 日本市民安全学会会長 石附 弘氏
第２講　ストレス社会、無縁社会の克服のために（カウンセリング現場からの教訓）　心理・教育ｶｳﾝｾﾗｰ　田中 純氏
みんなで討論：我々は被災地のまちづくりに何を学ぶのか？　学会理事・委員有志
■第5回　11月27日(日)　テーマ　「セーフコミュニティ」は何故、面白いのか？
第１講　厚木市は「セーフコミュニティ」の導入で　何が変わったのか？　厚木市地域力創造担当部長 倉持隆雄氏

第２講　「セーフコミュニティ」による安全・安心創造都市としま戦略とは？　豊島区ｾｰﾌｺﾐｭﾆﾃｨ推進室長 齊藤雅人氏
みんなで討論：「セーフコミュニティ」の魅力　石附弘氏、倉持隆雄氏、齊藤雅人氏ほか
参加募集要領
　◆　日本市民安全学会では、「セーフコミュニティ」の魅力や考え方や基礎を楽しく学ぶ「区民のための「実践的安全文化創造としま塾」を開催いたします。

「セーフコミュニティ」にご関心のある方、自治体や警察、消防などの安全推進部門の方、自治会・町会関係者、安全ボランティアリーダー、医療保健関係者、大学研究者などの参加をお待ちしております。

　参加を希望される方は、申込書に必要事項を記入の上、ファックス(番号046－222－7603)で

日本市民安全学会事務局宛に送付をお願いします。受講票を返送いたします。

◆　としま塾に全5回参加の方には、市民安全学研修修了証をお渡しいたします。
◆　なお、定員(50名)になり次第、募集を終了されていただきます。

	参加費　(参加費は、講師の交通費・謝礼、資料代等に充てます。)

	
	1回の参加費
	3回分共通券
	4回分共通券
	5回分共通券

	日本市民安全学会会員
	1,500円
	3,500円
	4,000円
	5,000円

	豊　島　区　民
	同上
	同上
	同上
	同上

	一　般　参　加　者
	2,000円
	5,000円
	6,500円
	8,000円


◆　日本市民安全学会へご入会をご希望の方は、年会費3,000円です。

◆　参加費につきましては、当日会場にてお支払いをお願いいたします。

	【市民のための実践的安全文化創造講座“としま塾”申込書】

■名前　　　　　　　　　　　　　　■住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■電話番号　　　　　　　　　　■携帯電話　　　　　　　　　■ファックス　　　　　　　
■所属団体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 参加形態(どちらかに丸を付けて下さい)　

・日本市民安全学会会員　　　　・豊島区民　　　　　・一般参加

· 申し込みを希望する講座

・第1回　　　　・第2回　　　　・第3回　　　・第4回　　　　・第5回




◆　「市民安全語ろう会」

　講座終了後、午後5時30分頃から、ご都合の良い方(講師や日本市

民安全学会理事等、参加者有志)による「市民安全語ろう会」を開催

する予定です。

(参加費　一人3,000円～4,000円・時間は1時間30分程度)

■　問合せ：０４６－２９７－０２３４　

■　ファックス番号　　０４６－２２２－７６０３
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※　開催内容は、一部変更となる場合があります。
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